
放射線被ばくの早見図（出典：放医研＆原子力・エネルギー図面集） 
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身の回りの放射線被ばく 
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mSv（ミリシーベルト） 
放射線が人に対して、がんや遺伝子影響のリスクをどれくらい与えるかを評価するための単位 

がん死亡のリスクが線量とともに 

徐々に増えることが明らかになっている。 
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全身CTスキャン（1回） 
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（年間・医療は除く） 
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胃のＸ線集団検診（1回） 

【注意】 
1) 数値は、有効数値などを考慮した数値 

2) 目盛（点線）は対数表示であり、１目盛上がるたびに10倍となること 

 

資源エネルギー庁「原子力2010」及び（独）放射線医学総合研究所（Ｖｅｒ130502）資料 

（原典：UNSCEAR2000年報告書、ICRP2007年勧告、新版 生活環境放射線（国民線量の算定）等）から作成 
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東京～ニューヨーク航空機旅行 
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ブラジル・ガラパリ、イラン・ラムサール
での自然界からの放射線（年間） 

日本の1人あたりの自然界からの放射線
（年間・全国平均） 

Ｑ X線撮影など普段の生活で受ける放射線の被ばくはどのくらいですか？ 

 私たちは、日常生活の身近なところで自然放射線や人工放射線など、さまざまな放射線を受けています。例えば、胃
のエックス線検査を1回受けると0.6ミリシーベルト、CTスキャンを1回受けると6.9ミリシーベルト被ばくすることになります。
また、東京からニューヨークの航空機旅行では宇宙線により往復で0.2ミリシーベルト被ばくすることになります。 

http://www.nirs.go.jp/data/pdf/hayamizu/j/0407-hi.pdf
http://www.fepc.or.jp/library/publication/pamphlet/nuclear/zumenshu/digital/index.html

